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主催者ご挨拶

一般社団法人オーストは大崎上島町の指定文化財である旧廻船問屋、大望月邸(海と島の歴史資料

館) の指定管理を委託されています。

「沈黙の艦隊」の作者、かわぐちかいじ氏のご長男である川口晃平氏（無形文化財保持者）とご縁

があり2023年に第一回⽬の⼤崎上島能を⼤望⽉邸で開催しました。

四回目になる今年も人間国宝の大倉源次郎氏や無形文化財保持者の林喜右衛門氏、お囃子の演者

も、含めて一流の能楽師10名が一同に会します。こんな贅沢な舞台は東京でも見ることはできませ

ん。この歴史のある大望⽉邸で、700年の伝統ある⽇本の芸能をぜひご堪能ください。

　                          ⼀般社団法⼈代表�AUST ⻑尾ひろみ
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